






4)結論 

①地方都市、農村地帯では患者数に合わせて中核病院を整備すれば一つの病院に三次医療

を集中することができる。その際、その地域内に於ては複雑な情報網は必要としない。 

②長崎県についていえば、長崎市を中心とする県南地区を把握する中核病院を整備すれば

新生児医療は軌道に乗ると思われる。 

⑧現在の救急情報システムは周産期医療一新生児医療に関してはよく機能しない。 


